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〈表紙説明〉

富山の土人形
出 111の士人形(デクサマ)は、 I-{¥:蒲i:rIIiHI平IJ

保のお庭焼の副産物としてできた。

AH、県内各地でヲミ神怖がnIliられる風間は藩 i二
の担l先が菅原氏ということから上着化したものの

ようで、ある 。

稚拙なうちにも進歩的なところが愛され、天宇ljl

さまをはじめ、夕、、ルマ ・アネサマ・動物など、い

ろいろつくられている 。

昔は数軒あった土人形屈も剥在、~r:\LlI市(lqツ葉

町に住むi度辺信秀さんだけが{ぷ統を守りつつけて

いる 。
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「
北
回
り
新
幹
線
開
通
」

"
こ
の
日
、
北
陸
地
方
は
、
快
晴
。

祝
賀
列
車
の
発
車
式
は
、
新
装
な
っ
た
、
地
上
二

階
、
地
下

一
階
の
新
富
山
駅
、
上
り
三
番
ホ

l
ム
で

午
前
九
時
盛
大
に
行
な
わ
れ
た
。
ホ
ー
ム
で
は
銀
色

と
白
の
ツ
ー
ト
ン
カ
ラ
ー
に
装
お
っ
た
、
超
音
速
機

を
忠
わ
せ
る
「
ひ
か
り

S
号
」
は
、
ス
マ
ー
ト
さ
を

誇
り
な
が
ら
発
車
を
待
ち
わ
び
て
い
る
。
晴
れ
の
運

転
士
と
車
掌
に
、
こ
の
日
の
た
め
に
県
内
か
ら
厳
選

さ
れ
た
「
ミ
ス
北
回
り
新
幹
線
」
嬢
か
ら
、
花
束
の

贈
呈
が
あ
り
、
続
い
て
、
富
山
県
知
事

・
鉄
道
建
設

公
団
総
裁
・
北
回
り
新
幹
線
管
理
局
長
が
紅
白
の
テ

ー
プ
に
ハ
サ
ミ
を
入
れ
、
出
発
を
祝
っ
た
。

軽
快
な
警
笛
と
、
祝
い
客
の
歓
呼
に
送
ら
れ
な
が

ら
、
列
車
は
新
富
山
駅
を
後
に
し
た
。
超
特
急
「
ひ
か

り

S
号
」
の
門
出
を
祝
い
、
小
旗
を
打
ち
ふ
る
住
民

の
姿
が
後
方
に
飛
び
去
る
車
窓
の
光
景
は
、
夢
の
よ

う
だ
。
左
に
雄
姿
立
山
連
峰
を
、
右
に
は
る
か
日
本

海
を
写
し
な
が
ら
、

一
気
に
世
界
最
長
と
い
わ
れ
る

四

O
数
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の

ア
ル
プ
ス

ト
ン
ネ
ル
に
す

い
こ
ま
れ
る
。
お
よ
そ

一
O
分
、
立
山
の
真
下
を
走

っ
た
列
車
は
、
す
で
に
信
州
高
原
の
山
波
に
敷
設
さ

れ
た
鉄
路
を
消
走
し
て
い
る
。
富
山
を
出
て
約
三

O

八
万
、
長
野
駅
に
到
着
し
た
。
急
行
「
白
山
」
で
四
時

間
近
く
を
要
し
た
、
志
賀
高
原
の
玄
関
口
、
善
光
寺

参
り
の
長
野
ま
で
が
、
わ
ず
か
三

O
分
行
動
圏
と
な

っ
た
の
だ
。
列
車
は
さ
ら
に
東
へ
、
関
東
平
野
を
時

速
二
五

0
キ
ロ
で
走
り
ぬ
け
、
群
馬
・
埼
玉
を
経
て

地
下
の
新
上
野
駅
一

O
番
ホ
ー
ム
に
す

べ
り
こ
ん
で

い
く
。
こ
の
間
、
わ
ず
か

一
時
間
二一

O
八
刀
で
首
都
東

京
に
到
着
。
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
だ
が
、
時
計
は
た

し
か
に

一
O
時
三

O
八
刀
を
さ
し
て
い
る
の
だ
。

週
休
二
日
制
と
な
り
、
広
域
レ

ジ

ャ
ー
基
地
と
し

て
そ
の
名
を
高
め
た

一
大
観
光
ル
ー
ト
、
ま
た
、
経

済
の
発
展
、
地
域
開
発
の
大
動
脈
と
し
て
、
い
ま
力

強
く
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
施
設
面
で
は

ト
ン
ネ
ル
七

O
数
カ
所
(
二
四
五
キ
ロ
、
う
ち
東
京

と
大
阪
の
地
下
鉄
三

0
キ
ロ
)
、
橋
り
ょ
う
百
カ
所

(約

一
五
キ
ロ
)
、
高
架
橋
三
五
カ
所
(
約
一
八

0

キ
ロ
)
、
ス
ノ

l

・
セ
ッ
ト
四

O
カ
所
(
約

一
八
五

キ
ロ
)
、
総
延
長
五
八

0
キ
ロ
全
線
を
ス
ラ
ブ
軌
道

(
じ
や
り
・
マ
ク
ラ
木
を
使
わ
ず
、
レ

ー
ル
を
コ
ン

ク
リ
ー
ト
路
床
に
じ
か
に
取
り
付
け
た
軌
道
)
と
し

て
お
り
、
雪
に
も
強
く
、
安
全
性
に
お
い
て
も
、
先

に
開
通
し
た
東
海
道
は
も
ち
ろ
ん
、
山
陽

・
東
北
・

上
越
を
は
る
か
に
し
の
ぐ
。
こ
の
列
車
の
た
め
に
開

発
さ
れ
た
新
装
置
を
は
じ
め
、
多
く
の
新
技
術
を
生

か
し
た
ニ
ュ
ー
タ
イ
プ
の
新
幹
線
と
し
て
、
お
目
見

得
し
た
の
で
あ
る
。
建
設
計
画
当
時
に
予
想
さ
れ
た

あ
ら
ゆ
る
困
難
な
問
題
は
、
六
、
八

O
O億
円
の
費
用

と
八
年
の
歳
月
は
要
し
た
が
、
最
新
の
技
術
を
誇
る

鉄
道
建
設
公
団
の
工
事
関
係
者
の
手
で
見
事
に
克
服

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
東
京
へ
は

一
時
間
三

O
八
万
(
特
急
で
六
時
間
)
、
大
阪
へ
は
二
時
間

(
特

急
で
四
時
間
二

O
八
万
)
、
名
古
屋
へ
は
二
時
間
(
特

急
で
四
時
間
)
と
、
日
本
の
中
枢
機
能
を
有
す
る
三

大
圏
域
が
、
い
ま
や
完
全
に
日
帰
り
圏
と
な

っ
た
の

で
あ
る
。

か
り
に
、
日
帰
り
圏
を
三
時
間
行
動
圏
と
す
る
な

ら
ば
、
東
北
地
方
で
は
仙
台
市
ま
で
、
東
海
道
は
全

都
市
、
西
の
方
で
は
岡
山
市
あ
た
り
ま
で
が
、
こ
れ

に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
金
沢

(一

O
八
万
)

・
福
井
(
三

O
分
)
・
長
野
(
二一

O
分

)
は
、
気
軽
に
往
き
帰
り
で
き
る
範
囲
に
な
る
わ
け

で
あ
る
。

“

こ
れ
が
、
昭
和
五
丘
年
に
か
け
る
、
百
万
富
山
県

民
の
夢
。
す
で
に
今
か

ら
一

年
前
に
開
催
さ
れ
た
鉄
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道
建
設
審
議
会
に
お
い
て
、
建
議
と
い
う
形
で
、
北

回
り
新
幹
線
を
基
本
計
画
へ
組
入
れ
て
必
要
な
措
置

を
と
る
よ
う
、
政
府
に
対
し
答
申
・
が
あ
り
、
実
現
へ

の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
す

ぐ
基
本
計
画
が
決
定
し
て
も
、
そ
の
後
の
整
備
計
画

や
工
事
着
工
へ
の
道
は
、
ま
だ
遠
い
の
で
す
。
ま
た

用
地
問
題
な
ど
、
の
り
こ
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
多

く
の
問
題
を
か
か
え
て
お
り
、
〈
玉
県
民
の
総
力
を
結

集
し
た
関
係
方
面
へ
の
働
き
か
け
が
必
要
で
す
。
み

な
さ
ま
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

海本日

北回り新幹線・北陸自動車道
東海北陸自動車道が実現すると

ポ》

若狭湾
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北回り新幹線

在来線

、ノイ-日
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北
回
り
新
幹
線
開

一
日
行
動
圏
へ
の

特
. . 

「高
速
自
動
車
道
」

行
動
圏
を
拡
大
す
る
も
う

一
つ
の
み
ち
は
、
高
速

自
動
卓
道
の
建
設
で
す
。
最
近
の
自
動
ト
阜
の
持
及
は

回
を
み
は
る
も
の
が
あ
り
、
し
だ
い
に
自
動
車
交
通

が
陸
上
輸
送
の
王
者
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の

白
動
車
時
代
に
対
応
し
て
、
脚
光
を
あ
び
て
登
場
し

た
の
が
高
速
自
動
事
道
そ
の
普
及
は
地
域
開
発
の
原

動
力
と
な
り
、
通
過
す
る
沿
線
地
域
に
大
き
な
発
展

の
可
能
性
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

富
山
県
内
で
は
、
将
来
一
線
の
高
速
道
が
は
し
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

一
つ
は
、
東
西
を
結

ぶ
も
の
で
、
昭
和
五

O
年
開
通
を
目
標
と
し
た
北
陸

自
動
車
道
。
他
の
一
つ
は
南
北
を
結
ぶ
、
昭
和
五
五

年
完
成
予
定
の
東
海
北
陸
自
動
車
道
で
す
。
こ
れ
ら

の
自
動
車
道
が
開
通
す
れ
ば
、
目
的
地
に
早
く
行
く

こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
物
の
生
産
や
輸
送
が

計
画
的
に
な
り
、
農
水
産
物
は
鮮
度
を
お
と
さ
ず
に

一一一一一一一~

大
消
費
地
へ
運
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
わ
け

で
す
。
そ
の
他
、
市
外
地
に
住
宅
を
造
っ
た
り
、
県

外
か
ら
た
く
さ
ん
の
観
光
客
を
呼
ぶ
こ
と
も
で
き
ま

す
。
そ
の
上
、
渋
滞
を
続
け
て
い
る

一
般
道
も
緩
和

さ
れ
る
と
い
っ
た
、
数
多
く
の
効
果
が
期
待
で
き
る

わ
け
で
す
。

-
北
陸
自
動
車
道

さ
て
、
北
陸

h
年
道
は
、
新
潟
市
を
起
点
と
し

通
の
夢
か
ら

具
体
的
方
向

て
、
富
山
・
金
沢

・
福
井
を
経
て
、
米
原
に
至
る
、

総
延
長
約
瓦

0
0キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
全
区
間
四
車
線

で
、
中
央
分
離
帯
を
含
め
る
と
巾
」

一丘
メ
ー
ト
ル
の

高
速
道
で
す
。

施
設
と
し
て
は
、
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン

ジ

(

般
道
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結
ぶ
き
わ
め
て
大
き
な
意
義
を
も
っ
て
い
ま
す
。
岐

阜
県

一
の
山
で
名
神
高
速
道
に
、
富
山
県
耐
波
市
で

北
陸
自
動
車
道
に
連
絡
す
る
、
総
延
長

一
七

0
キ
ロ

に
及
ぶ
高
速
自
動
車
道
で
す
。

平
地
で
幅
員
二
五

M
l二
六
日
、

山
地
で
二
-一
.U

と
な
り
、
平
地
で
の
時
速
一

0
0キ
ロ
、
山
地
で
は

時
速
八

0
キ
ロ
、
山
岳
部
で
は
六

0
キ
ロ
で
走
れ
る

よ
う
設
計
さ
れ
る
予
定
で
す
。
日
本
の
屋
根
と
い
わ

れ
る
中
部
山
岳
地
帯
を
走
り
ぬ
け
、
名
古
屋
ま
で
二一

時
間
と
い
う
、
こ
の
道
路
の

一
日
も
H
十
い
完
成
が
待

た
れ
ま
す
。

-
富
山
新
空
港

最
後
に
、
高
速
化
の
花
形
、
航
空
機
交
通
が
残
っ

て
い
ま
す
。
現
在
の
富
山
空
港
は
、
河
川
敷
を
利
用

し
て
い
る
の
で
、
濃
霧

・
増
ぶ
な
ど
の
と
き
に
機
能

を
充
分
に
発
揮
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
大
型
化
す
る

航
空
機
に
対
処
す
る
た
め
に
も
、
新
し
い
空
港
の
建

設
が
必
要
な
わ
け
で
す
。
県
で
は
、
昭
和
五

O
年
開

港
を
目
標
に
、
い
ろ
い
ろ
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
新
空
港
か
ら
ジ

ェ
ッ
ト
機
が
飛
び
立
つ

日
も
夢
で
は
な
く
な
り
ま
し
ょ
う
。

明
る
い
あ
す
を
築
く
た
め
、
県
は
こ
れ
ら
の
建
設

促
進
に
努
力
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
大
事
業
は
県
民

一
人

一
人
の
協
力
が
な
け
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
で
す
。

今
年
も
「
価
値
あ
る
県
民
生
活
」
を
め
ざ
し
て
努
力

し
、
自
分
の
も
の
と
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

か
ら
高
速
道
へ
出
入
り
で
き
る
)
が
県
内
で
は
九
カ

バ
ス
ス
ト

y
プ

(
高
速
パ
ス

所
予
定
さ
れ
て
お
り
、

-
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
(
運
転
者
や
乗
客

の
停
車
場
)

の
休
憩
所
で
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
や
筒
易
修
理
場

な
ど
)
・
レ
ス
ト
エ
リ
ア
(
運
転
者
な
ど
の
休
憩
所

や
売
庖
)
な
ど
が
、
適
当
な
場
所
に
設
け
ら
れ
て
、

快
適
な
利
用
が
で
き
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

昭
和
四

O
年
に
基
本
計
画
が
決
定
さ
れ
て
か
ら
、

着
々
と
具
体
化
し
て
お
り
、
県
内
で
は
小
杉

・
砺
波

聞
の
工
事
が
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。
風
雪
に
も
め

げ
ず
工
事
に
励
む
作
業
員
の
姿
を
、
ご
覧
に
な
っ
た

方
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
全
線
開
通
ま
で
は
、
な

お
相
当
の

H
時
を
必
要
と
す
る
で
し
ょ
う
。
平
野
部

で
時
速

一
0
0キ
ロ
、
山
間
部
で
時
速
八

0
キ
ロ
、

平
均
時
速
八
三
キ
ロ
で
走
れ
ば
、
金
沢
へ
は
四

O
八
刀

.
大
阪
へ
は
四
時
間
三

O
分
・
東
京
は
五
時
間
で
行

け
る
こ
と
と
な
り
、
現
在
の
所
要
時
間
の
約
半
分
で

目
的
地
に
着
く
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
す
。

回
東
海
北
陸
自
動
車
道

太
平
洋
ベ
ル
ト
地
帯
と
日
本
海
丸

取
短
距
離
で



青
少
年
が
心
身
と
も
に
健
全
に
育

っ
て
い
く
た
め

に
は
、
家
庭
・
学
校
・
職
場
を
含
む
社
会
全
体
が
よ

い
環
境
で
あ
る
こ
と
が
必
要
条
件
で
す
。
人
格
は
、

天
性
と
本
人
を
と
り
ま
く
環
境
に
よ

っ
て
形
成
さ
れ

る
も
の
で
あ
り
、
心
身
が
未
成
熟
な
青
少
年
は
、
環

境
に
よ
る
影
響
が
大
き
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

近
年
の
め
さ
ま
し
い
経
済
成
長
は
、
物
の
豊
か
さ

を
も
た
ら
し
た
反
面
、
心
の
豊
か
さ
を
奪
い
去
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
が
家
庭
生
活
、
ひ
い
て

は
青
少
年
を
と
り
ま
く
社
会
環
境
に
も
大
き
な
変
化

を
ひ
き
お
こ
し
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
を
投
げ
か
け
て

い
る
わ
け
で
す
。
こ
れ
ら
の
問
題
点
を
、
次
の
三
つ

の
観
点
か
ら
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

国

青
少
年
と
家
庭
環
境

最
近
、
急
激
な
社
会
構
造
の
変
化
に
と
も
な

っ
て

家
庭
生
活
も
ま
た
大
き
く
変
ぼ
う
し
、
家
庭
に
お
け

る
青
少
年
の
養
育
に
つ
い
て
多
く
の
教
育
的
問
題
が

生
じ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
家
族
構
成
に
お
い
て

は
、
子
ど
も
の
数
が
少
な
く
な

っ
た
だ
け
で
な
く
、

核
家
族
化
へ
の
傾
向
が
い
ち
じ
る
し
く
、
し
か
も
産

業
構
造
の
変
化
に
と
も
な

っ
て
、
家
庭
は
生
産
よ
り

消
費
の
場
へ
と
変
化
し
ま
し
た
。
そ
の
う
え
、
家
庭

電
器
製
品
や
各
種
機
器
の
普
及
は
、
家
事
労
働
を
軽

減
し
、
産
業
界
の
要
請
と
あ
い
ま

っ
て
、
主
婦
が
職

業
に
つ
く
機
会
を
多
く
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
留

守
家
庭
や
放
任
家
庭
が
増
加
し
、
家
庭
は
い
ま
ま
で

も

っ
て
い
た
教
育
機
能
を
失
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
今
日
の
家
庭
に
は
テ
レ
ビ
が
大
き
く
入
り

こ
ん
で
お
り
、
青
少
年
の
直
接
的
経
験
を
奪
う
だ
け

で
な
く
、
青
少
年
の
意
識
と
家
庭
生
活
に
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
ま
す
。
種
々
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
青

少
年
は
家
庭
生
活
に
一
応
満
足
は
し
て
い
る
も
の
の

父
母
と
の
心
の
通
い
合
い
や
、
話
し
合
い
に
お
い
て

な
お
満
た
さ
れ
な
い
も
の
を
感
じ
て
い
る
よ
う
で
す
。

急
激
な
社
会
初
変
化
の
中
に
あ
っ
て
も
、
親
と

子
の
関
係
は
、
に
人
間
的
な
愛
情
に
よ
っ
て
結
ぼ

れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
こ
に
こ
そ
青
少
年
の
健
全
育

成
の
基
盤
が
あ
る
と
い
う
べ
き
で
し
ょ
う
。

直

青
少
年
を
め
ぐ
る
社
会
環
境

青
少
年
を
と
り
ま
く
環
境
の
う
ち
、
最
近
と
く
に

問
題
に
な
っ
て
い
る
も
の
に
、
社
会
環
境
と
一
部
マ

ス
コ
ミ
が
あ
り
ま
す
。
経
済
成
長
の
高
度
化
に
よ
る

所
得
水
準
の
向
上
や
、
余
暇
の
増
大
お
よ
び
消
費
ブ

ー
ム
、
娯
楽
施
設
の
増
加
な
ど
、
社
会
的
な
変
化
が

青
少
年
の
娯
楽
面
に
も
大
き
な
変
化
を
お
よ
ぼ
し
て

い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
深
夜
外
出
、
盛
り
場
は
い
か
い
な
ど

の
現
象
を
招
き
、
や
が
て
は
飲
酒
喫
煙

・
不
健
全
娯

楽
・
不
良
交
友
な
ど
、
ぐ
犯

・
不
良
行
為
へ
の
契
機

と
な
り
や
す
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
映
画
・
雑

誌
・
テ
レ
ビ
な
ど
マ
ス
コ
ミ
の
発
達
は
、
青
少
年
が

こ
れ
と
接
触
す
る
機
会
も
多
い
と
い
う
こ
と
で
、
一

部
に
見
ら
れ
る
暴
力
的
場
面
や
露
骨
な
性
的
描
写
な

ど
の
不
健
全
な
も
の
は
、
好
ま
し
く
な
い
影
響
を
与

え
、
問
題
行
動
に
走
ら
せ
る

一つ

の
誘
因
を
な
し
て

い
る
こ
と
も
、
否
定
で
き
な
い
事
実
で
す
。

こ
う
し
た
有
害
な
社
会
環
境
や
、

一
部
マ
ス
コ
ミ

の
幣
宮
古
か
ら
青
少
年
を
守
る
た
め
に
、
社
会
環
境
の

浄
化
を
重
点
と
し
て
、
関
係
業
界
に
自
主
規
制
の
協

力
を
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、
県
民
の
社
会
的
良
識

と
青
少
年
健
全
育
成
へ
の
積
極
的
な
理
解
と
協
力
に

よ
っ
て
、
明
る
い
環
境

a

つ
く
り
に
つ
と
め
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

直

青
少
年
の
非
行
問
題

情
報
の
は
ん
ら
ん
は
、
も
の
の
見
方
、
考
え
方
が

き
わ
め
て
未
熟
な
青
少
年
の
心
の
中
に
、
欲
望
だ
け

-8--青少年をとりまく環境の浄化をはかりましょう

を
大
き
く
育
て
て
い
き
ま
す
。
可

J
庁
が
こ
の
ほ
ど

ま
と
め
た
「
一
九
七

O
年
に
お
け

ι少
年
の
補
導
と

保
護
の
概
況
」
に
よ
る
と
、

青
少
年
の
犯
罪
は
六
年
ぶ
り
に
増
加
し
、
低
年
令

化
、
集
団
化
が
目
だ
ち
、
窃
盗
や
粗
暴
犯
が
ふ
え
て

い
ま
す
。
と
く
に
十
四
才
か
ら
十
七
才
ま
で
の
各
年

令
層
の
犯
行
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
中
学
生

高
校
生
の
年
代
に
当
た
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
青
少
年
の
大
部
分
を
占
め
る
児
童
、

生
徒
の
非
行
に
つ
い
て
は
、
従
来
と
も
家
庭

・
学
校

関
係
諸
機
関
が
協
力
し
て
、
そ
の
防
止
に
つ
と
め
て

き
ま
し
た
。
今
後
は
、
非
行
の
防
止
は
も
と
よ
り
、

心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
青
少
年
の
育
成
を
め
ざ
し
て

「
県
民
総
ぐ
る
み
L

の
活
動
を
展
開
し
た
い
も
の
で

す
。

-9-



米
の
消
費
の
拡
大
を
は
か
る
た
め
、
昭
和
四
十
四

年
に
自
主
流
通
米
制
度
が
発
足
し
て
か
ら
、
全
国
の

生
産
県
は
大
消
費
地
に
む
け
て
、
優
良
銘
柄
米
の
売

り
込
み
を
活
発
に
行
な
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
本

県
と
し
て
も
、
根
気
よ
く
継
続
的
に
富
山
米
の

P
R

と
販
路
拡
張
に
つ
と
め
て
き
ま
し
た
。

今
年
も
十
一
月
十
五
日
か
ら
五
日
間
に
わ
た

っ
て

富
山
県

・
富
山
県
産
米
改
良
協
会
・
富
山
県
経
済
農

業
協
同
組
合
連
合
会
の
主
催
で
、
京
都
府

・
兵
庫
県

・
大
阪
府

・
愛
知
県

・
東
京
都

・
神
奈
川
県
の
大
都

市
に
関
係
者
が
出
向
き
、
産
地
の
事
情
を
説
明
し
、

ま
た
、
消
費
地
の
関
係
者
か
ら
な
ま
の
声
を
聞
き
、

富
山
県
産
米
の
位
置
づ
け
を
有
利
に
す
る
た
め
の
懇

談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

ど
の
消
費
地
で
も
、
今
後
の
富
山
米
に
期
待
を
か

け
て
い
ま
す
が
、
そ
の
と
き
の
模
様
を
紹
介
し
て
み

ま
す
。

-
富
山
米
の
県
外
出
荷
量

米
の
生
産
調
整
が
行
な
わ
れ
て
い
な
い
と
き
の
、

富
山
県
の
米
総
生
産
量
は
三

O
万
ト
ン
前
後
で
し
た
。

こ
の
う
ち
、
農
家
保
有
米
七
万
ト
ン
、
県
内
消
費
量

六
万
ト

ン
、
計

一
三
万
ト
ン
を
差
引
い
た

一
七
万
ト

ン
程
度
が
、
毎
年
県
外
の
大
消
費
地
へ
出
荷
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

昔
か
ら
、
本
県
産
米
は

H

水
島
H

H

銀
坊
主
H

の

代
表
品
種
で
全
国
的
に
知
ら
れ
、
米
不
足
時
代
に
は

早
場
米
の
た
め
、
は
ぎ
か
い
期
の
つ
な
、
ぎ
米
と
し
て

大
消
費
地
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

自
主
流
通
米
に
つ
い
て
も
、
早
場
米
の
宮
崎
・
鹿
児

島
米
に
つ
い
で
、
北
陸
の
米
が
大
消
費
地
に
出
回
り
、

古
米
に
そ
ろ
そ
ろ
飽
き
て
く
る
消
費
者
に
大
き
な
味

覚
を
与
え
て
お
り
ま
す
。

本
県
産
米
は
主
と
し
て
関
西
地
方
の
経
済
圏
に
入

っ
て
い
た
関
係
上
、
関
東
で
は
な
じ
み
が
う
す
か

っ

た
の
で
す
が
、
関
係
者
の
努
力
と
富
山
米
に
縁
故
の

あ
る
米
屋
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、
関
東
地
方
で
も
着

実
に
伸
び
て
き
ま
し
た
。

昭
和
四
十
四
年
産
の
自
主
流
通
米
は
、
十

一
都
道

府
県
に
販
売
さ
れ
、
そ
の
取
引
量
は
う
る
ち
米
五
、

六
一
九
ト
ン
、
も
ち
米
五
、
八
一
九
ト
ン
、
酒
造
米

三
、
六
三
七
ト
ン
、
合
計
一
五
、

O
七
三
ト
ン
で
し

た
が
、
昭
和
四
十
六
年
産
米
は
二

O
都
道
府
県
に
及

び
、
そ
の
量
も
六

O
、
七
六

0
ト
ン
と
着
実
に
の
び

て
い
ま
す
。

-
富
山
県
産
米
の
懇
談
会
か
ら

第 1衰

.主要品種作付割合
昭和46年産米

第 2衰

.46年産米主要品種別出廻予想

1.0% 

-
富
山
米
の
期
待
と
評
価

四
十
六
年
産
米
の
う
ち
富
山
米
は
、
北
陸
三
県
で

最
も
評
判
が
よ
く
、
北
陸
の
米
な
ら
富
山
米
と
い
う

印
象
が
も
た
れ
る
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。

全
体
と
し
て
、
富
山
米
は
良
く
な

っ
て
お
り
、
こ

れ
は
優
良
銘
柄
米
に
品
質
が
統

一
さ
れ
、
同

一
品
種

で
量
的
に
ま
と
ま

っ
て
き
た
の
が
原
因
で
す
。
し
か

し
、
早
生
が
主
力
で
、
も

っ
と
年
間
取
扱
い
が
で
き

る
中
晩
生
種
を
考
え
る
べ
き
で
な
い
か
と
い
う
意
見

が
多
く
、
今
後

H

コ
シ
ヒ
カ
リ
H

H

日
本
晴
山
に
期

待
を
か
け
て
い
ま
す
。

(
第
一
表
参
照
)

-
消
費
地
の
苦
情
や
要
望

ト

品

種

H

ホ
ウ
ネ
ン
ワ
セ
H

は
、
消
費
地
で
多
く
出
回

っ

て
競
合
が
は
げ
し
く
、
も

っ
と

H

越
路
早
生
H

H

コ

シ
ヒ
カ
リ
H

H

日
本
晴
H

の
三
品
種
を
の
ば
し
て
も

ら
い
た
い
。
(
第
二
表
参
照
)

2

質

全
体
的
に
よ
い
が
、
一
部
に
腹
白
、
乳
白
粒
、
ャ

ケ
米
な
ど
が
目
立
つ
と
と
も
に
、
黒
触
粒
(
カ
メ
ム

シ
)
の
被
害
粒
が
昨
年
に
く
ら
べ
て
多
く
、
精
白
し

て
も
黒
点
、
が
と
れ
な
い
も
の
が
あ
っ
た
。

品

3

乾
燥
調
整

過
乾
燥
米
は
、
昨
年
に
く
ら
べ
て
半
分
程
度
に
減

少
し
て
い
る
が
、
北
陸
の
米
は
全
般
的
に
光
沢
が
な

い
。
そ
の
た
め
に
は
、
急
激
な
乾
燥
は
さ
け
、
軟
質

米
の
特
色
を
失
わ
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い

。

ま
た
、
調
整
に
あ
た

っ
て
、
さ
ら
に
粒
揃
い
を
よ

く
す
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。

ι
異
物
の
混
入

砕
石
「
小
石
」
の
混
入
が
本
年
産
米
に
多
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
米
は
商
品
と
し
て
価
値
が
な
い
の
で
注

意
し
て
ほ
し
い

。

-
今
後
の
改
善
策

品

種

年
間
取
り
扱
い
品
種
の
生
産
を
の
ば
す
た
め
、
他

の
良
質
銘
柄
品
種
の
ほ
か
に
、
今
年
か
ら
消
費
地
が

大
き
な
期
待
を
か
け
て
い
る
良
質
美
味
の
中
生
品
種

「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
が
奨
励
品
種
に
加
わ
り
ま
し
た
。

「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
は
倒
伏
し
や
す
い
の
で
、
平
担
地

の
砂
質
乾
田
と
排
水
の
良
い
壌
土
乾
田
の
適
地
に
作

付
を
限
定
し
、
施
肥
、
イ
モ
チ
病
防
除
、
水
管
理
な

ど
周
到
な
肥
培
管
理
が
必
要
で
す
。

2

品

質

腹
自

・
乳
白
粒
な
ど
の
未
熟
粒
に
つ
い
て
は
、
気

象
条
件
、
品
種
な
ど
を
総
合
的
に
み
て
、
今
後
の
栽

培
技
術
上
の
問
題
点
と
し
て
解
明
に
つ
と
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

3

乾
燥
の
適
正
化

自
然
乾
燥
は
、
米
の
昧
を
失
わ
な
い

一
番
よ
い
方

法
で
す
が
、
作
業
の
省
力
化
の
た
め
、
人
工
乾
燥
の

増
加
は
や
む
を
え
な
い
方
向
で
す
。

機
械
乾
燥
に
あ
た

っ
て
は
能
率
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

多
少
の
時
聞
が
か
か

っ
て
も
、
高
温
に
な
ら
な
い
適

当
な
温
度
で
乾
燥
し
、
玄
米
の
品
質
保
持
に
つ
と
め

る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。

ι
異
物
の
混
入

刈
取

・
脱
穀
の
機
械
化
が
進
む
反
面
、
粗
雑
な
作

業
で
小
石
が
混
入
し
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
、
作
業

は
て
い
ね
い
に
行
な
う
と
と
も
に
、
共
同
乾
燥
施
設

の
場
合
に
は
「
石
抜
機
」
を
設
置
し
て
、
小
石
除
去

を
徹
底
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
。

i

病
害
虫
の
被
害

黒
触
粒
(
カ
メ
ム

シ
)
の
種
類

・
発
生
時
期

・
被

害
状
態

・
発
生
地
域
な
ど
に
つ
い
て
は
、
今
年
の
調

査
で
ほ
ぼ
判
明
し
ま
し
た
の
で
、
昭
和
四
十
七
年
度

は
徹
底
的
に
防
除
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ト
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郷
倉
千
籾
の
略
歴

問
泊
二
十
五
年
、
小
杉
町
の
生
れ
c

本
名
り
作
会

県山一
h
H

同
凶
工
芸
か
ら
い
東
京
美
術
山
下
校
を
卒
業
rM

1
1
く
か
ら

日
本
美
術
院
に
参
加
、
評
議
員

・
監
事
と
し
て
重
き
を
な

し
て
い
る
。

近
代
的
な
色
感
を
示
す
撃
開
胞
な
州
風
は
、
装
飾
州
や
壁

州
に
催
れ
た
作
品
を
残
し
て
い
る

d

な
か
で
も
川
町
和
・二
卜

八
年
東
本
願
寺
「
釈
尊
父
王
に
会
い
た
ま
う
凶
」
、
町
和

問

l
問
年
の
問
天
王
寺
「
仏
教
東
漸
」
の
向
壁
耐
ば
、
華

叶いの
ト八
作
。
こ
の
下
描
き
の

一
部
が
、
市
山
市
立
問
書
館

に
か
か
げ
ら
れ
て
い
る

‘‘.‘z
‘.， 
.. 
‘‘zv

色
E

・
F
b

，



新
し
い
機
械
の
扱
い
方
や
放
送
に
つ
い
て
、
い
つ
で
も
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。

各
市
町
村
に
も
同
様
の
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
が
あ
り
、
小
中
学

校
用
の
教
材
を
中
心
に
保
有
し
て
い
ま
す
。

材タ わたが視 手つる訴うまる部でがしすう械コ音も にで育
映 l 県れめ子聴映 段けこえなすこに、はの 。 にや l テのそ応きの世
画のでわにの覚画でるとて視ととな生い中私な材ダ|はのずる分の
が 中はれ最教 にゃあのは情覚、を つ 活りにた っ 料 l プも中るだ野中
いに、の大育よテるに、報とこ考てのこテちてがな・ち昧のけのが
つ視視生限にるレと有教を聴のえい ーんレのき使どピろもが早重進
で聴聴活に、教ピ勺効養提覚よ ピ暮てわ、デん、視く要歩
も覚覚の活ま竜いえ・を供に らいれ各オ、今聴多度し
貸室教知用たの氏 f適身す J 一日勺 まる種テスま覚くが、
出を育恵す 自方表ょ切に 九 よの|ラで教の増ま
しおのでるら法さうな / 時 晴句、、 機プイの育人しす
できサなこのをれ 口 / 例 候品 J 町、弘一司、、 レド映でにてま
き、 l けと教、る / -. 一 司、ぬれ ・ 画す提いす

る約ピれこ養わ / .Ji/O、 ‘ーー N 録に 。供ま複
よースばその / ~ J~ 司圃圃園田盟関韓正 ‘ よ すす雑
う 、機な 、 / L ノ手d邑 司・・・・・・圃甑醤欝V もヲ時、 る る 。 に
保 O 関ら現 / ， .:...IIIIIIa ・・・・・・・・，.A.苛弘司司、 必少な
管 O とな代 / I '~・- 司 .. 隆弘、官 ‘ 要しる
し O しい文 I 1I ;..t・・・・・邑 司・・盟国r ..t・瞳藍k吉弘司君匙 1 がでに
で本てと明 /週厚 ， ~・・・・・・ ‘~・・E秘 主、 強 あも従
いの科思社 I .rl.・・・・・i 司帽111"'" .. ・・盤桜 丸 亀 に り多 つ
ま ー学い会 I 1';11，_ ・・・・・ 吉、 ~圃圃甑訟 平司有亀 有 まくてす六教まに f JJsJI ，ヤ% 験事盟圃隊 議 すの

育す生 i ぷ笠置ーー竺三_... 敬寝込酒量富田.1¥. 竃 。内社
まリセ 。 き I ~ ‘ 喝過週E盟国・ 1{'It通 こ容会た教ン る I ___ r}'lI峰 、咽暗湖周困層量 J"..jI れを教

{ 全幽』』 t ie il -一一

県 ¥
科 ¥
字 ¥
教 ¥
育 三 ¥ 
セ 代後
ン の 津
夕 白嫁継軽

電 l 昌た の職
話 ・主ち力者ヵ子力業

視 ハ ー 1;:> .. 
富聴 U フ フ フの

分 I I I 噌

山覚 = = =道
士室 扇 δ 瓦 毛
主 人分分分
二 成 ----- -----五
ム 人成少史
品 向人年迄

空) 型里高。

iIH成ω
糧事国

11月11日中2月10日

4 

十
一
月
十
一
日
県
農
業
祭
ひ
ら
く

富
山
県
農
林
漁
業
の
発
展
を
紹
介
す
る
富
山
県
農

業
祭
は
、
県
民
会
館
を
主
会
場
に
「
暮
ら
し
を
さ
さ

え
ち
農
林
漁
業
展
」
と
銘
う

っ
て
開
催
さ
れ
た
。

ま
た
同
日
、
県
庁
四
階
ホ

l
ル
で
農
業
祭
式
典
や

農
林
漁
業
功
労
者
表
彰
な
ど
も
行
な
わ
れ
た
。

+
一
月
十
二
日
北
陸
三
県
で
ノ

l
カ

l
運
動

三
県
の
交
通
安
全
対
策
関
係
者
打
ち
合
わ
せ
会
で

富
山
県
か
ら
提
案
の
年
末
年
始
飲
酒
運
転
撲
滅
運
動

の

一
環
と
し
て
、
十
二
月
十
五
日
「
愛
車
一
日
休
み

の
日
」

，を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
ノ
ー
ヵ

l
運
動
を
実
施

ク
ラ
ブ
活
動
と
た
く
ま
し
い
老
人
た
ち

白

黒

三

三

分

(老
人
向
)

魔
女
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

カ
ラ

l

ニ
O
分

(青
年
向
)

テ
ン
ト
の
張
り
方

カ
ラ

l
一
六
分

(青
年
向
)

ぼ
く
の
犬
キ
ン
グ

カ
ラ

l
四
四
分

(
少
年
向
)

¥ 

〈貸
出
〉

す
る
方
向
で
検
肘
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

+
一
月
十
五

F
¥「交
響
詩
立
山
」
完
成

県
が
三
千
万
円
を
か
け
て
、
映
画
監
督
松
山
善
三

氏
と
作
曲
家
黛
敏
郎
氏
に
制
作
を
依
頼
し
て
い
た
「

交
響
詩
立
山
」
の
映
画
・
交
響
楽
が
完
成
。
県
民
会

館
で
発
表
さ
れ
た
。

十
一
月
十
七
日
地
鉄
三
線
、
廃
止
を
申
請

富
山
地
方
鉄
道
は
、
名
古
屋
陸
運
局
を
通
じ
、
運

輸
大
臣
に
、
来
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
笹
津
線
・

射
水
線
の
全
線
廃
止
の
許
可
を
申
請
。
ま
た
、
富
山

市
内
軌
道
の
一
部
廃
止
に
つ
い
て
も
知
事
を
通
じ
て

運
輸

・
建
設
大
臣
に
廃
止
許
可
申
請
を
し
た
。

十
一
月
二
十
一
日
中
田
知
事
帰
国

日
米
知
事
会
議
に
出
席
し
、
そ
の
ほ
か
南
米
諸
国

を
訪
問
し
て
い
た
中
田
知
事
は
、
一
カ
月
ぷ
り
で
帰

国
し
た
。

十
一
月
二
十
四
日
公
害
測
定
車
は
い
る

大
気
汚
染
な
ど
の
公
害
調
査
に
機
動
性
を
も
た
せ

る
た
め
の
、
公
害
測
定
車
が
到
着
。
塩
谷
公
害
部
長

が
テ

l
プ
カ

ッ
ト
を
行
な
っ
た
。

こ
の
測
定
車
は
、
大
気
汚
染
の
常
時
監
視
所
と
併

行
し
て
利
用
し
て
い
く
ほ
か
、
突
発
事
故
の
調
査
、

自
動
車
排
気
ガ
ス
に
よ
る
汚
染
状
況
の
調
査
に
活
用

す
る
。

十
一
月
二
十
七
日

中
部
ス
ー
パ
ー
農
道
着
工

県農業祭ひらく

j社会体育振興の具体策

-14-

社
会
体
育
振
興
の
要
素
は
、
施
設
・
指
導
者

・
組

織
。
つ
く
り
で
す
。
今
年
か
ら
は
じ
ま
っ
た
ス
ポ
ー
ツ

指
導
員
の
養
成
は
二
億
総
ス
ポ
ー
ツ
H

に
呼
応
す

る
具
体
的
な
歩
み
の
一
つ
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
は
、
地
域
住
民
の
ス
ポ
ー
ツ
欲

求
に
こ
た
え
る
た
め
に
、
施
設
を
中
心
と
し
た
ス
ポ

ー
ツ
グ
ル
ー
プ
'
つ
く
り
ゃ
、
自
発
的
グ
ル
ー
プ
の
指

導
助
言
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
・
ス
ポ
ー
ツ
相
談
の
実
際

的
指
導
を
行
な
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
十
年
間
に

全
国
で
約
十
万
人
を
養
成
し
よ
う
と
す
る
も
の
な
の

で
す
。
具
体
的
に
は
、
一
つ
の
中
学
校
区
に
最
低
十

人
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
を
お
い
て
、

一
人
が

一
種
目

を
担
当
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
中
学
校
下
に
は
十
種

目
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
わ

け
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
指
導
者
で
す
か
ら
、
い
つ
、
ど
こ
で

も
と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
し
、
す

る

べ
て
奉
仕
活
動
と
い
う
わ
け
に
も
い
き
ま
せ
ん
の
で

ま

そ
れ
に
見
合
う
報
酬
は
、
や
が
て
制
定
さ
れ
る
資
格

じ

基
準
に
し
た
が

っ
て
、
指
導
を
依
頼
し
た
人
た
ち
が

は

負
担
(
受
益
者
負
担
)
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今

成

後
の
社
会
体
育
振
興
、
自
ら
の
健
康
体
力
の
向
上
の

養

た
め
に
は
、
応
分
の
負
担
は
当
然
で
あ
る
と
の
考
え

の

方
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

員

こ
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
は
、
県
体
育
協
会
が
主
催

導

す
る
六
日
間
の
講
習
会
(
講
義
三
日

・
実
技
三
日
)

指

に
参
加
し
、
そ
の
資
格
を
認
定
さ
れ
て
活
動
す
る
こ

ツ

と
に
な
り
ま
す
。

一

こ
れ
か
ら
、
と
か
く
屋
内
に
と
じ
こ
も
り
が
ち
に

ポ

な
り
ま
す
が
、
学
校
の
体
育
施
設
の
開
校
と
あ
わ
せ

ス

て
、
体
育
指
導
員
と
と
も
に
体
力
守
つ
く
り
に
は
げ
み

.

た
い
も
の
で
す
。

富
山
中
部
地
区
広
域
営
農
団
地
占
道
の
整
備
事
業

の
起
工
式
が
、
第

一
生
命
ホ

l
p
『
市
田
知
事
ほ
か

関
係
者
を
集
め
て
行
な
わ
れ
た
。

こ
の
農
道
は
、
滑
川
・
上
市
・
立
山
・
富
山

・
婦

中
の
五
市
町
村
を
結
ぶ
も
の
で
、
延
長
四
一

・
六
J

地
域
農
業
振
興
の
目
的
を
果
す
ほ
か
、
国
道
八
号
線

の
バ
イ
パ
ス
的
意
義
も
大
き
い

。
昭
和
五
十
二
年
度

に
完
成
の
見
込
み
。

十
一
月
二
十
九
日
県
交
通
安
全
県
民
会
議

第
八
回
富
山
県
交
通
安
全
県
民
会
議
は
、
明
治
生

命
ホ

l
ル
で
聞
か
れ
、
各
機
関
の
代
表
か
ら
広
域
救

急
医
療
体
制
の
確
立
、
子
ど
も
の
た
め
の
自
転
車
道

な
ど
、
交
通
安
全
の
た
め
の
新
し
い
提
案
や
、
ユ
ニ

ー
ク
な
ア
イ
デ

ア
が
出
さ
れ
、
活
発
な
意
見
が
か
わ

さ
れ
た
。

十

二

月

一

日

特

別

デ

l
六
日
間
を
設
定

十

一
月
中
、
ス
ト

ッ
プ

2
0
7
作
戦
を
展
開
し
て

交
通
事
故
に
よ
る
死
者
絶
滅
を
期
し
、

一
応
の
成
果

を
あ
げ
た
県
警
で
は
、
十
二
月
も
こ
の
作
戦
を
継
続

す
る
こ
と
を
決
め
、
重
点
事
項
や
特
別
デ
ー
を
次
の

よ
う
に
決
定
し
た
。

五

日

|
一
時
停
止
監
視
日
、
十
日
|
自
転
車
安
全

日
、
十
五
日
|
ノ

l
カ
|
デ

l
、
十
七
日
|
無
謀
運

転
追
放
の
日
、

二
十
日
|
交
通
三
悪
追
放
の
日
、

二

十
四
日
|
飲
酒
運
転
絶
滅
の
日

公害測定車はいる

十
二
月
四
日
国
連
・
県
本
部
の
二
十
周
年

日
本
国
連
協
会
富
山
県
本
部
の
二

O
周
年
記
念
式

典
は
、
富
山
市
の
電
気
ピ
ル
ホ

l
ル
で
行
な
わ
れ
、

関
係
者
約
七

O
O人
が
出
席
。
国
歌
斉
唱
の
あ
と
、

本
部
長
の
中
田
知
事
は
国
連
の
重
要
性
と
協
力
を
内

容
に
あ
い
さ
っ
し
た
。
引
き
続
き
「
転
換
期
を
迎
え

た
国
連
と
日
本
」
と
題
し
て
、
愛
知
前
外
務
大
臣
が

記
念
講
演
を
行
な

っ
た
。

十
二
月
六
日
婦
人
県
政
公
聴
会

婦
人
県
政
公
聴
会
は
、
滑
川
市
民
ホ
ー
ル
で
約
四

O
O人
集
ま
っ
て
聞
か
れ
、
婦
人
の
立
場
か
ら
県
の

方
針
、
対
策
な
ど
の
質
疑
が
か
わ
さ
れ
た
。

十
二
月
八
日
十
二
月
定
例
県
議
会
ひ
ら
く

八
日
午
後

一
時
十
分
か
ら
本
会
議
を
ひ
ら
き
、
会

期
を
十
四
日
ま
で
と
決
め
た
あ
と
、
中
田
知
事
が

一

般
会
計
補
正
予
算
な
ど
、
提
出
案
件
の
提
案
理
由
を

説
明
、
九
日
は
休
会
し
て
十
日
か
ら
代
表
質
問
、

一

般
質
問
が
行
な
わ
れ
た
。

十
二
月
九
日
福
岡
で
婦
人
県
政
公
聴
会

六
日
滑
川
市
民
ホ

l
ル
に
つ
づ
き
、
福
岡
町
福
岡

小
学
校
で
婦
人
県
政
会
聴
会
が
聞
か
れ
た
。

道
路
改
良
を
は
じ
め
、
婦
人
の
船
、
過
疎
パ
ス
対

策
、
老
人
福
祉
な
ど
、
生
活
の
中
か
ら
に
じ
み
で
た

婦
人
の
身
近
か
な
諸
問
題
に
つ
い
て
発
言
、
要
望
が

述
べ
ら
れ
た
。

県交通安全県民会議

F
同
d

会奉公
主
政県人婦



電
気
器
具
の

ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

-
修
理
は
ど
こ
へ
た
の
む
か

故
障
し
た
電
気
器
具
の
修
理
を
頼
む
と
き
、
次
の

よ
う
な
方
法
が
あ
り
ま
す
。

m
v
b具
を
買
っ

た
電
気
庖
へ
依
頼
す
る

庖
主
と
顔
な
じ
み
に
な

っ
て
お
い
て
、
修
理
を
そ

こ
に
依
頼
す
る
方
法
。

②
近
く
の
電
気
屈
に
依
頼
す
る

そ
の
器
具
の
メ

ー
カ
ー
の
特
約
庖
に
な
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
、
信
用
の
あ
る
庖
を
選
ぶ
。

③
メ

ー
カ
ー
に
直
接
連
絡
す
る

適
当
な
電
気
庖
が
な
い
と
き
は
、
各
メ
ー
カ
ー
直

営
の
修
理
機
関
に
連
絡
す
る
と
、

技
術
者
が
訪
問

し
て
修
理
し
て
く
れ
る
。
メ

ー
カ
ー
に
よ
っ

て
は

販
売
屈
と
契
約
し
て
い
て
、
そ
こ
か
ら
技
術
者
を

派
遣
し
て
く
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

正
月
十
五
日
を
、
田
植
え
正
月
と
も
い
う
。
田
植

え
の
ま
ね
を
す
る
行
事
で
、

中
新
川
・

砺
波
地
方
で

も
、
ニ
ワ
タ
ウ
エ
を
お
こ
な
う
風
習
が
あ
っ
た
。
土

聞
を
田
圃
に
み
た
て
、
年
神
の
前
で
、
今
年
の
秋
の

み
の
り
は
こ
の
よ
う
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
、
祈
り
と

希
望
と
を
形
に
表
わ
す
の
で
あ
る
。
古
風
を
守
る
主

人
や
年
男
は
、
自
ら
ク
ワ
を
も
っ
て
ニ
ワ
に
お
り
田

打
ち
を
す
れ
ば
、
モ
モ
ヒ
キ
に
素
足
の
、
田
植
え
日

の
早
乙
女
の
装
い
を
し
た
女
た
ち
が
、
腰
に
下
げ
た

苗
か
ご
か
ら
、
一
五
セ
ン
チ
位
に
切
っ
た
ワ
ラ
を
、

苗
に
み
た
て
て
ニ
ワ
に
植
え
な
が
ら
田
植
え
唄
を
歌

プ者た

先ふ

議

‘."，... ._， 
;..---

県
史
編
ざ
ん
室
主
査

い
、
し
ば
ら
く
し
て
「
ミ
ナ
ク
チ
を
と
め
ろ
」
と
い

っ
て
休
む
。
こ
の
行
事
の
終
っ
た
と
こ
ろ
で
、
ご
馳

走
に
あ
づ
か
る
風
が
あ
っ
た
。
要
す
る
に
、
い
っ
さ

い
の
水
田
耕
作
の
模
擬
を
行
な
う
わ
け
で
あ
る
。

田
植
え
行
事
が
終
る
と
、
こ
ど
も
た
ち
は
、
畑
や

田
に
出
て
、
鳥
追
い
唄
を
う
た
う
。

の
し
ろ
の
お
ば
さ
ん
、
鳥
ぼ
う
く
だ
さ
い

な
ん
の
鳥
ぼ
う
じ
ゃ
あ
さ
く
る
す
ず
め
砂

ひ
る
く
る
か

め
す
ホ
ワ
イ
ホ
ワ
イ
ホ
ワ
イ

4

こ
れ
は
小
与

r!九
の
石
動
近
在
で
い
ま
も
う
た
わ

れ
て
い
る
が
、
か
つ
て
は
新
年
の
祝
う
日
に
、
追
う

-

修

理

却

し

く

み

部
品
代

+
t
技
術
料
+
出
張
料

こ
の
合
計
金
額
が
修
理
費
と
し
て
請
求
さ
れ
ま
す

が、

電
気
庖
に
持
参
す
れ
ば
出
張
料
は
と
ら
れ
ま

せ
ん
。
修
理
を
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
修
理

料
金
の
見
積
り
を
依
頼
す
る
こ
と
。
ま
た
、

修
理

の
途
中
な
ど
に
見
積
り
料
金
に
変
更
の
あ
っ
た
場

合
は
、
そ
の
理
由
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
る
こ
と

0

・
保
証
期
聞
が

き
め
ら
れ
て
い
る
製
品

値
段
の
高
い
製
品
は
保
証
期
聞
が
決
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
期
間
内
の
故
障
は
無
料
で
修
理
し
て

く
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
使
用
者
の
不
注
意
で
こ
わ

れ
た
も
の
や
、
安
売
り
の
も
の
で
保
証
書
の
な
い

も
の
は
無
料
に
な
り
ま
せ
ん
。

年

ク

ク

守

E
A

唱

E
A

司
1
ム

可

E
A

電気器具の

保 証 期 間

冷蔵庫・クーラー

の冷凍サイクル

ピ

オ

布

一

レ

毛

ラ

-ア

信一川

一

テ

ス

洗

冷

一

電

ク

・
買
い
替
え
時
期
の
め
や
す

ど
の
電
気
器
具
に
も
寿
命
は
あ
る
わ
け
で
す
が
、

使
い
方
に
よ
っ
て
実
際
の
寿
命
は
ま
ち
ま
ち
な
の
で

あ
ら
か
じ
め
一
定
の
寿
命
を
き
め
る
こ
と
は
む
ず
か

し
く
、
電
気
用
品
取
締
法
で
も
寿
命
の
試
験
は
し
て

い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

一
応
の
目
安
と
し
て
通
産
省

で
『
補
修
用
部
品
最
低
保
有
期
間
』
を
決
め
て
い
ま

す。

こ
れ
は
メ
ー
カ
ー
が
あ
る
型
式
の
電
気
器
具
の

生
産
を
中
止
し
て
か
ら
、
そ
の
補
修
部
品
を
最
低
何

年
間
保
有
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
を
決
め
た

も
の
で
、
強
制
力
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
各
メ

ー
カ
ー

と
も
自
主
的
に
こ

の
約
束
を
守
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
保
有
期
間
は
、
モ
デ
ル
チ

ェ
ン
ジ
に
と
も
な

う
旧
型
器
具
の
社
会
的
な
寿
命
と
、
器
具
の
実
際
の

寿
命
と
の
兼
ね
合
い
を
み
て
、

買
い
替
え
需
要
の
年

数
を
考
え
て
ま
と
め
た
も
の
と
い
え
ま
す
か
ら
、
寿

命
の一

応
の
目
安
に
な
る
と
と
も
に
、
こ
わ
れ
た
部

品
が
あ
る
か
ど
う
か
判
断
で
き
ま
す
。

レ

て
お
か
ぬ
と
安
心
し
て
お
ら
れ
ぬ
ほ
ど
の
、
鳥
の
害

が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

ま
た
こ
の
日
、
果
樹
を
責
め
て
、
豊
熟
を
約
束
さ

せ
る
「
木
責
め
」
の
行
事
も
あ
っ
た
。
こ
ど
も
が
二

人
で
屋
敷
内
の
柿
や
桃
の
木
の
下
で
、
一
人
が
カ
マ

で
木
の
皮
に
切
り
目
を
つ
け
、

「
な
る
か
な
ら
ん
か
な
ら
ん
な
ら
ん

な
ら
ん
に
ゃ
切
る
ぞ
」

と
い
う
と
、
他
の

一
人
が
「
痛
い
痛
い
、
な
る
な

る
L

と
い
う
問
答
を
し
て
、
切
り
目
に
小
豆
ガ
ユ
を

ぬ
り
つ
け
る
。

宇
奈
月
町
下
立
で
は
、
祝
箸
と
い
っ
て
、
ぬ
る
で

の
木
を
削
り
か
け
に
し
て
、

-稲
穂
に
似
せ
て
つ
く
っ

た
箸
で
小
豆
粥
を
た
べ
る
。
こ
の
箸
の
よ
う
に
、
大

き
な
稲
穂
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
の
農
民
の
念
願

-16-

か
ら
で
あ

っ
た
。

い
ま
で
は
口
祝
い
と
称
し
て
、
親
類
や
近
所
の
人

を
招
い
て
ご
馳
走
す
る
な
ら
わ
し
の
な
か
に
、
わ
ず

か
に
残
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
ら
の
行
事
は

稲
作
の
実
務
に
先
だ

っ
て
、
豊
作
の
成
就
を
祝
福
祈

願
す
る
方
法
で
、
農
民
の
希
望
と
理
想
が
あ
ら
わ
れ

て
い
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

年
の
始
め
，に
は
、
誰
れ
も
が
不
吉
な
こ
と
よ
り
、

縁
起
の
よ
い
こ
と
づ
く
め
で
あ
り
た
い
。
商
業
界
で

も
年
頭
の
初
取
り
引
き
は
、
で
き
る
だ
け
め
で
た
く

し
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
初
荷
風
景
に
ま
ざ
ま

ざ
と
現
わ
れ
て
い
る
。

人
力
を
も
っ
て
は
ど
う
に
も
な
ら
ぬ
こ
と
に
た
い

し
、
神
の
加
護
を
期
待
す
る
風
習
が
い
ろ
い
ろ
の
形

で
残
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

〈補修用部品最低保有期間〉

テレビ (白黒)...・ H ・.....・ H ・..……… 7年

ラジオ....・ H ・・・・・H ・H ・.......・ H ・……….511 

ステレオ・・・・・・・・・・・・・・・・….................711 

テーフ。レコー ダー・・…・・・・・・・・・・・・・・・・・・.5"

洗濯機(脱水機のつかないもの)… 511 

そうじ機・……・… H ・H ・...・H ・....・ H ・-… 511 

扇風機...・ H ・..………・・ H ・H ・.....・...~ ヲ H

ポン プ・……・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…・・・・・ 7" 

ミキサー・ ジューサー……………… 5" 

冷蔵庫・・ H ・H ・....・ H ・-… H ・H ・...… H ・H ・.8"

Yレーム クーラー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 811 

冷水器….....・H ・.....・H ・..… H ・H ・-…… 7" 

トースター・・・・・・・・…......……..........311 

電気ポット…...・ H ・..…....・ H ・..……・・ 3" 

ロースター・・・・・・・…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3" 

電気がま・…...・ H ・...・H ・H ・H ・.....・H ・...5"

電気こんろ...・ H ・..…...・H ・.....・ H ・..… 3" 

アイロ ン………・…...・H ・.....・ H ・H ・H ・.3" 

電気こたつ…...・ H ・..…...・ H ・..……・・・ 5" 

電気あんか…...・ H ・..………....・ H ・....5" 

電気毛布…・・・H ・H ・....・ H ・....・ H ・H ・H ・..5" 

電気ストー ブ・・ H ・H ・..…...・ H ・.....・ H ・.5" 

電気かみそ り(乾電池式)....・ H ・-… 3" 

タイムスイ ッチ...・ H ・..……………… 3" 

電気時計…・...・ H ・-……H ・H ・.....・H ・...3" 

3 '" 

司

t



ご質問に
お答えします

固
土
地
や
家
屋
の
明
け
渡
し
の
問
題

離
婚
の
慰
謝
料
の
問
題
な
ど
、
法
律
上

の
争
い
が
生
じ
た
場
合
に
、
経
済
的
な

理
由
に
よ
っ
て
訴
訟
の
費
用
を
負
担
す

る
こ
と
が
で
き
ず
、
裁
判
に
よ
っ
て
権

利
の
主
張
や
救
済
を
求
め
る
こ
と
が
で

き
な
い
人
を
助
け
る
制
度
が
あ
る
と
聞

い
て
お
り
ま
す
が
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ

t
v
 

園
外
国
旅
行
を
す
る
と
き
の
手
続
き

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

置

仕
事
や
観
光
な
ど
の
た
め
外
国
旅

行
を
す
る
と
き
は
、
外
務
大
臣
が
発
給

す
る
旅
券
(
パ
ス
ポ
ー
ト
)
を
所
持
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

旅
券
交
付
の
申
請
手
続
き
は
、
居
住

地
の
都
道
府
県
庁
で
で
き
ま
す
。
本
人

が
直
接
に
出
向
い
て
、
所
定
の
旅
券
発

給
申
請
書
、
戸
籍
騰
(
抄
)
本
、
写
真
、

渡
航
費
用
の
支
払
能
力
を
立
証
す
る
書

類
な
ど
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

旅
券
は
、
申
請
後
約
二
週
間
で
交
付

さ
れ
ま
す
が
、
渡
航
先
国

に
よ
っ
て
は
、
入
国

の
た
め
の
査
証

(
ピ
ザ
)
を
必
要
と
し
ま
す
の
で
、
そ

の
場
合
は
、
在
日
外
国
公
館
か
ら
査
証

を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
出
発
前
に
種
痘
な
ど
の
予
防

接
種
を
し
て
国
際
的
に
定
め
ら
れ
た
免

疫
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

外
国
旅
行
の
手
続
き
は
、
渡
航
目
的

に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
と
違
い
ま
す
の
で

県
庁
総
務
課
外
事
係
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
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圏

法
律
扶
助
制
度
と
い
っ
て
、
財
団

法
人
法
律
扶
助
協
会
が
、
国
庫
か
ら
補

助
金
を
受
け
て
行
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
法
律
の
適
用
を
受
け
ら
れ
る
人

は
、
裁
判
を
受
け
る
資
力
に
乏
し
く
、

正
当
な
権
利
の
主
張
者
で
勝
訴
の
見
込

み
が
あ
る
場
合
で
、
協
会
が
扶
助
を
す

る
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
人
で
す
。
法

律
扶
助
を
受
け
た
い
と
き
は
、
協
会
(
全

国
の
道
府
県
に
支
部
が
あ
り
ま
す
)
や

近
く
の
人
権
擁
護
委
員
あ
る
い
は
富
山

地
方
法
務
局
、
各
支
局
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い

。

「
県
内
ト

設
の

P
R
を」

勤
労
青
年
の
料
理
サ
ー
ク
ル
か
ら
講
師
を
依
頼
さ

れ
、
勤
労
青
少
年
ホ

l
ム
に
出
入
り
す
る
機
会
を
得

ま
し
た
。
ま
ず
感
心
し
た
の
は
立
派
な
こ
と
。
い
た

れ
り
つ
く
せ
り
の
設
備
が
あ
る
し
、
実
に
う
れ
し
く

思
い
ま
し
た
。

戦
争
の
さ
な
か
に
青
春
を
送
り
、
読
書
を
制
約
さ

れ
、
消
火
訓
練
を
強
い
ら
れ
た
私
に
は
、
う
ら
や
ま

し
さ
を
越
え
て
、
本
当
に
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

現
在
の
青
年
と
と
も
に
、
こ
の
平
和
を
感
謝
し
、

人
間
形
成
に

一
役
買
い
た
い
と
、
私
な
り
に
こ
の
サ

ー
ク
ル
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

で
も
、
全
体
的
に
み
ま
し
て
、
利
用
者
の
少
な
い

の
は
な
ぜ
か
し
ら
と
、
自
分
な
り
に
考
え
て
み
ま
し

た
。
ひ
と
つ
に
は
、
年
令
の
制
限
が
二
十
五
歳
ま
で

と
か
、
い
ろ
い
ろ
他
に
も
制
約
が
あ
り
ま
す
。
今
ひ

と
つ
、
巾
の
ひ
ろ
い
も
の
が
欲
し
い
も
の
で
す
。
ま

た
P
R
の
乏
し
い
こ
と
で
す
。
利
用
者
だ
け
を
対
象

と
し
た
P
R
は
も
ち
ろ
ん
大
切
で
す
が
、

一
般
家
庭

の
方
々
に
「
こ
ん
な
い
い
施
設
が
あ
り
ま
す
よ
。
あ

な
た
の
お
子
さ
ん
も
ど
う
ぞ
い
ら

っ
し
ゃ
い
」
と
い

っ
た
公
開
的
P
R
も
、
お
お
い
に
や

っ
て
欲
し
い
も

の
で
す
。

県
は
、
市
町
村
に
天
下
り
式
の
指
示
で
な
く
、
固

と
の
縦
、
そ
し
て
県
内
で
の
横
の
つ
な
が
り
の
中
で

青
少
年
施
設
を
青
少
年
そ
の
も
の
の
問
題
と
し
て
取

り
く
み
、
真
剣
に
啓
蒙
し
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

「

仏
作

っ
て
魂
入
れ
ず
」
の
感
の
な
い
よ
う
に
:
:
:
。

勤
労
青
少
年
ホ
l
ム
に
限
ら
ず
、
県
下
の
あ
ら
ゆ

る
施
設
を
、
も

っ
と
県
民
に
知
ら
せ
て
欲
し
い
も
の

で
す
。

¥
J
J

私
の
知
人
に
、
知
恵
お
く
れ
の
子
を

¥
家
族
の
十

字
架
と
し
て
背
負
っ
て
い
る
人
、
病
む
妻
を
抱
え
、

身
内
が
な
い
た
め
、
幼
な
子
と
と
も
に
途
方
に
く
れ

て
い
る
人
な
ど
が
い
ま
す
。
県
民
が
県
内
の
施
設
を

知
ら
な
い
ば
か
り
に
、
個
々
で
、
あ
る
い
は
一
家
族

だ
け
の
問
題
と
し
て
苦
労
し
て
い
る
人
々
を
周
囲
に

見
か
け
る
の
で
す
。
こ
れ
ら
は
、
施
設
の
P
R
を
充

分
に
さ
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
県
民
が
そ
の
施
設
を

知
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
要
望
し
、
自
分
ら
の

施
設
と
し
て
愛
し
、
手
を
さ
し
の
べ
る
よ
う
に
な
る

で
し

ょ
う
。

私
は
勤
労
青
少
年
ホ

l
ム
に
出
入
り
し
、
こ
こ
の

乏
し
い
図
書
を
み
て
、
わ
が
家
の
本
を
少
し
な
り
と

も
持

っ
て
い
き
た
い
と
思
う
の
で
す
。
そ
し
て
肩
の

こ
ら
な
い
少
年
雑
誌
や
マ
ン
ガ
を
取
り
入
れ
、
勤
労

青
少
年
が
ホ
y
と
息
抜
き
し
、
時
に
は
真
撃
に
物
を

考
え
る
若
者
の
ホ
ー
ム

c

つ
く
り
に
、
今

一
段
と
県
政

の
力
ぞ
え
を
望
む
も
の
で
す
。

富

山

市

水

橋

石

政

酒

井

市

子

女

安

貴

賓

「
楽
し
い
社
会
造
り
に
」

世
変
に
と
も
な
い
、
、
楽
し
い
平
和
な
住
み
よ
い
社

会
で
あ
る
べ
き
な
の
に
、
昨
今
は
殺
人
鬼
の
激
増
、

銀
行
な
ど
を
襲
う
強
盗
の
横
行
、
過
激
派
学
生
の
激

増
と
、
社
会
情
勢
は
悪
化
す
る
の
み
で
あ
る
。
な
ん

の
遺
恨
も
な
い
人
を
虫
け
ら
の
ご
と
く
殺
し
て
、
平

然
と
し
て
い
る
者
の
増
え

つ
つ
あ
る
こ
と
、
ま
た
己

れ
が
働
か
ず
し
て
金
銭
を
得
ょ
う
と
、
銀
行
な
ど
を

襲
っ
て
強
奪
す
る
者
の
増
加
。
な
お
、
最
高
学
府
の

大
学
生
に
あ
勺
て
は
、
勉
学
研
究
に
没
頭
す
べ
き
自

己
の
本
分
を
わ
き
ま
え
ず
、
実
社
会
に
通
用
し
な
い

自
己
理
屈
を
主
張
し
、
社
会
秩
序
を
乱
し
、
公
共
物

の
破
壊
・
焼
き
捨
て
な
ど
、
最
近
に
い
た

っ
て
は
殺

人
ま
で
犯
し
、
第
三
者
に
ま
で
危
害
を
加
え
る
過
激

派
学
生
の
増
加
。
こ
の
よ
う
に
世
相
が
悪
化
し
つ
つ

あ
る
こ
と
は
、
何
が
原
因
す
る
の
か
。

敗
戦
に
よ

っ
て
、
な
ん
で
も
外
国
の
こ
と
を
と
り

入
れ
よ
う
と
し
た
自
由
主
義
に
大
き
な
問
題
が
あ
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ま
た
、
敗
戦
後
の
放
慢
な
学
校
教
育
の
欠
陥
に
も

起
凶
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

先
日
、
富
山
大
学
の
学
生
が
傷
害
罪
を
犯
し
た
の

で
、
警
察
官
が
こ
れ
を
逮
捕
す
る
の
に
学
校
内
に
入

っ
た
こ
と
を
、
勉
学
研
究
の
妨
げ
で
あ
る
と
、
富
山

警
察
署
に
抗
議
に
行

っ
た
教
官
が
あ

っ
た
が
、
こ
の

よ
う
な
教
官
が
い
る
限
り
、
中
央
教
育
審
議
会
が
い

か
に
理
想
的
な
答
申
案
を
出
し
て
も
、
社
会
の
平
和

秩
序
は
望
め
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
ん
な
こ
と
を
許
せ

ば
、
不
良
学
生
を
増
長
さ
せ
る
だ
け
で
あ
る
。
犯
罪

を
犯
す
不
良
学
生
が
学
校
内
に
い
れ
ば
、
他
学
生
の

研
究
勉
学
の
妨
げ
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

大
学
は
治
外
法
権
で
あ
る
な
ど
と
い
う
な
ら
、
な

ぜ
犯
罪
不
良
学
生
を
出
す
か
と
、
詰
問
し
た
い
。
学

校
内
と
い
え
ど
も
、
犯
罪
不
良
学
生
が
お
れ
ば
、
当

然
、
取
り
調
べ
も
逮
捕
も
行
な
う
べ
き
で
あ
る
。

大
学
と
い
え
ど
も
、
治
外
法
権
な
ど
許
す
べ
き
で

な
い

。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
黙
認
し
て
い
た
結
果
が
、
今

日
の
よ
う
な
世
相
悪
化
の
原
因
で
も
あ
ろ
う
。
こ
の

よ
う
に
世
相
の
悪
化
す
る
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
国
民

に
も

一
部
そ
の
責
任
が
あ
る
と
思
う
。

す
み
や
か
に
、
楽
し
い
住
み
よ
い
社
会
造
り
に
、

我
ら
も
断
乎
と
し
て
立
ち
上
が
り
、

一
致
団
結
、
協

力
に
遁
進
す
べ
き
で
あ
る
。

東
砺
波
郡
城
端
町
千
福
新
一
八
四
七

石
橋
庄
之
助

n
u
d
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呉羽丘陵のふもと、県民の記憶を保持する

機能を果して、蔵書20万冊を有する 。

豊富な所蔵資料は、学術研究に欠かせない

ものの 1つであり、貴重である 。新しくレコ

ード鑑賞室・マイクロフィルム視読施設など

が完備され、同時に歴史の 1ページをわがも

のにできる 。

館内事業のほかに、県下全域ヘ移動図書館

車 「ありそ」が巡回、家庭や地域へ整理され

た情報を提供している 。また、市町村図書館

にない本の貸出や援助などを行ない、いわゆ

る と図書館の図書館ミとしての役割りも大き

し、。

1.生涯教育をめざして真剣に。

2.厚い書籍・歴史の 1ぺージが縮尺されて、 マイク口

フィルムとして保管。

3.ぼう大な資料も 、マイク口リーダーによ って一読で

きる 。
4.ぎっしりつまった 「ありそ号」の閲らん用図書。
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宇
品

l
v
・た
。

こ
の
「
ガ
メ
」
と
「
ム
カ
デ
」
の
伝
説
は
、
同
じ

測
に
ま

つ
わ
る
お
話
で
す
が
、
「
ガ
メ
の
話
」
は
大

沢
野
の
人
々
に
語
り
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
「
ム
カ
デ

の
話
」
は
富
山
市
の
古
老
た
ち
が
知

っ
て
お
り
、
ま

た
昔
富
山
で
発
刊
さ
れ
た
「
屑
範
」
と
い
う
本
に
も

書
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
江
戸
時
代
の
は
じ
め
、
ま
だ

こ
の
あ
た
り
が
開
拓
さ
れ
ず
、
自
然
の
ま
ま
で
あ

っ

た
頃
、
恐
ろ
し
い
測
を
見
た
人
々
の
口
か
ら
「
ム
カ

デ
の
話
」
が
う
ま
れ
、
や
が
て
用
水
工
事
が
行
な
わ

れ
て
開
拓
が
す
す
め
ら
れ
た
頃
、
う
ず
ま
く
測
を
見

て
「
ガ
メ
の
話
」
が
新
し
く
う
ま
れ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
は
当
時
こ
の
う
.ず
に

ま
か
れ
て
命
を
お
と
し
た
人
が
、
少
な
く
な
か
っ
た

と
い
う
悲
し
い
事
実
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
に
違
い
な

い
と
思
い
ま
す
。

ガ
メ
宮
は
、
今
も
美
し
い
大
沢
野
の
町
を
背
景
に

し
て
、
だ
ま
っ
て
立
っ
て
い
る
の
で
す
け
れ
ど
も
:・
。

大
沢
野
町
に
あ
る
大
久
保
発
電
所
の
す
ぐ
近
く
に
、

ガ
メ

-Hと
よ
ば
れ
る
小
さ
な
制

(
ほ
こ
ら
)
が
た

つ

て
い
ま
す
。

む
か
し
、
大
沢
野
に
川
小
を
つ

く
る
名
人
が
お

っ

た
そ
う
で
す
が
、
あ
る
日
の
こ
と
。

ひ
と
り
の
山
伏
が
、
名
人
の
顔
を
み
て

「
あ
な
た
の
命
は
あ
と
残
り
少
な
く
な

っ
て
い
る
。

お
そ
ら
く
、
こ
の
ま
ま
で
は
二

・
三
日
中
に
死
ん

で
し
ま
う
だ
ろ
う
。
い
ま
の
う
ち
に
、
よ
く
よ
く
人

の
た
め
、
世
の
た
め
に
お

つ
く
し
に
な

っ
た
ほ
う
が

よ
い
」
と
い
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
本
人
は
と
て
も

元
気
で
、
病
気
ひ
と
つ
し
た
こ
と
な
い
男
で
し
た
の

で

「
馬
鹿
な
こ
と
を
い
っ
て
は
困
る
。
こ
の
お
れ
が

死
ぬ
な
ん
て
。
ワ
ッ
ハ

ッ
ハ
ッ
」
と
笑
い
と
ば
し
て
、

気
に
も
か
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
日
は
、
ち
ょ
う
ど
用
水
の
当
番
で
し
た
の
で
、

名
人
は
息
子
を
つ
れ
て
舟
を
の
り
だ
し
ま
し
た
。

や
が
て
、
現
在
ガ
メ
宮
が
た
つ
て
い
る
近
く
ま
で
き

た
時
、
息
子
が
足
を
ふ
み
す
べ
ら
し
て
、
あ

っ
と
い

う
間
も
な
く
水
の
中
に
お
ち
ま
し
た
。
名
人
は
「
ど

う
し
た
。
ど
う
し
た
」
と
、
き
ち
が
い
の
よ
う
に
水

の
底
を
の
ぞ
き
こ
み
ま
し
た
が
、
息
子
の
姿
が
ど
う

し
て
も
見
当
り
ま
せ
ん
。
名
人
は
息
子
を
救
う
た
め

に
、
と

っ
さ
に
身
を
ひ
る
が
え
し
て
、
流
れ
に
お
ど

り
こ
み
ま
し
た
。
し
か
し
、
測
の
底
に
う
ず
ま
く
水

に
と
ら
え
ら
れ
た
の
か
、

二
人
と
も
ふ
た
た
び
水
の

上
に
姿
を
現
わ
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
人
々
は
ガ
メ
の

し
わ
き
で
あ
る
と
口
々
に
語
り
合
い
、
ガ
メ
の
石
像

を
き
ざ
ん
で
、

二
度
と
こ
の
よ
う
な
恐
ろ
し
い
こ
と

が
な
い
よ
う
に
お
ま
つ
り
し
ま
し
た
。

こ
の
ガ
メ
古
の
測
は
恐
ろ
し
い
と
こ
ろ
で
、
ガ
メ

が
す
ん
で
い
た
頃
よ
り
ず
ー

っ
と
昔
、
大
き
な
ム
カ

デ
の
お
化
け
が
す
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

の
ム
カ
デ
は
十
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
神
通
村
の
川
原
覚
浄
と
い
う
人
が

「
そ
ん
な
化
物
が
い
て
叫

)
る
か
。
お
れ
は
舟
を

こ
い
で
も
、
角
力
を
と
っ

す
も
負
け
た
こ
と
が
な
い
。

泳
ぐ
こ
と
は
得
意
だ
し
、
魚
を
と
っ
て
は
村

一
番

の
腕
自
慢
だ
。
ひ
と
つ
、
あ
の
測
へ
網
を
投
げ
て
み

よ
う。

本
当
に
大
ム
カ
デ
が
で
で
き
た
ら
、
ひ

っ
と

ら
え
て
見
世
物
に
す
る
か
、
退
治
し
て
み
せ
る
わ
」

と
い
っ

て
、
ゅ
う
ゅ
う
舟
を
す
す
め
、
網
を
お
ろ
し

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
ど
う
し
た
こ
と
か
、
ひ

っ
ぱ

っ
て
も
、
ひ

っ
ぱ
っ

て
も
網
が
あ
が
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
こ
ん
な
こ
と
ぐ
ら

い
で
驚
く
よ
う
な
覚
浄
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

「ゃ
い
。
怪
物
。
ひ
き
ょ
う
も
の
め
、
姿
を
み
せ
ろ
。

網
を
返
え
し
や
が
れ
」
と
大
声
で
ど
な
り
ま
し
た
。

す
る
と
、
こ
の
測
の
東
の
崖
下
に
天
女
の
よ
う
に
美

し
い
女
が
、
コ
ツ
ゼ

ン
と
あ
ら
わ
れ
て
覚
浄
を
見
な

が
ら
ニ

ッ
コ
リ
と
笑
い
か
け
ま
し
た
。
覚
浄
は
な
ん

と
ま
あ
や
さ
し
い
化
け
物
も
い
る
も
の
か
と
感
心
し

て
、
思
わ
ず
舟
ば
た
を
た
た
い
て

「
い
よ
う
|
。
ベ
ッ
ピ
ン
。
日
本
ご
と
賞
め
そ

や
し
ま
し
た
。
そ
の
と
た
ん
、
女
の
姿
は
か
き
け
す

よ
う
に
ふ
っ
と
消
え
て
、
網
は
す
る
す
る
と
あ
が
り

越中の箔説

ガメ

レ刊d
2J1 十>~

金

r
-
き
び

-
法
福
寺
の
明
日
の
大
桜

こ
の
桜
は
、
地
上
約
四
メ
ー

ト
ル
で
同
枝
に
分
か
れ
、
東
西

一
瓦
メ
ー
ト
ル
、
南
北

一4

4

・メ

ー
ト
ル
に
お
よ
ぶ
枝
張
り
が
み

ご
と
で
あ
る
。
県
の
天
然
記
念

物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
c

-
宇
奈
月
温
泉

し札山

-h
馬
向
山
脈
に
岡
ま

れ
、
黒
部
峡
ハ
人
口
の
玄
関
に
あ
た

る
山
紫
本
則
の
地
大
正
卜
五

年
、
上
流
八
キ
ロ
の
黒
薙
温
泉

か
ら
引
渇
。
泉
質
は
単
純
白
水
で

腺
病

・
リ
ュ
ー
マ
チ

・
皮
膚
病

噌
』

'市
H
M
a
F

、。

』
『
‘・

4
'
d
A
Y
J

、

二
片
に
は
、
雪
と
火
の
芸
術

何小

H

管
ヨ
の
カ
ー
ニ
バ
ル
(
雪
-のせ玄

術
品

・
タ
イ
マ
ツ
行
列
な
ど
)

H

が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
る
。

4

大
原
台
ス
キ
l
場

緩
急
自
在
な
ス
ロ
ー
プ
を
も

ち
、
同
囲
に
は
ス
キ
l
・
ツ
ア

ー
の
練
習
に
適
し
た
恰
好
の
山

々
が
ひ
か
え
て
い
る
。
ス
キ
ー

リ
フ
ト
、
休
憩
所
な
ど
の
施
設

が
あ
り
、
初
心
者

・
経
験
者
の

区
別
な
く
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
。

県
政
広
報
お
知
ら
せ

-
テ
レ
ビ
:
・
み
ん
な
の
県
政

県
政
の
広
報
事
項
を
、
対
談
や
フ

ィ
ル
ム
構
成
で
放
送
し
ま
す
。

北
円
本
放
送

(
七
時
四
十
五
分
l

八
時
)

一
月
二
日

・
九
日

・
十
六
日

二
十
三
日

・
-三
十

一
日

富
山
テ
レ
ビ
(
卜

一
時
二
一十
分
J

卜
二
時
)

一
月
二
十
九
日

-
愛
本
橋

黒
部
峡
小
八
口
の
関
門
で
、
か
つ

て
は
黒
部
川
に
架
し
た
天
下
の

奇
橋
と
し
て
有
名
だ
っ
た
。
「大

蛇
の
伝
説
」
で
知
ら
れ
て
い
る

こ
の
楠
は
、
寛
文
二
年

ご

六

六
-
二

加
賀
松
雲
公
前
回
綱
紀

に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
。

橋
上
に
立
ち
、
北
方
を
望
む
と
、

黒
部
の
扇
状
地
形
や
富
山
湾
が

遠
望
で
き
る

宇奈月・黒部コース

-
新
聞
・・・
み
ん
な
の
県
政

北
H
本

・
富
山
・
読
売
・
北
陸
中

日
新
聞
に
、
毎
日

一
川
県
政
の
解

説
や
お
知
ら
せ
な
ど
を
掲
載
し
て

い
ま
す

一
月
二
十
九
日
の
予
定

で
す
。

-
広
報
誌
・J
・
み
ん
な
の
県
政
配
布

県
民
の
み
な
さ
ん
と
の
ハ
イ
プ
役

と
し
て
、
県
政
の
う
ご
き
を
中
心

に
載
せ
た
雑
誌
で
す
。
市
町
村

・

病
院

・
銀
行
の
待
合
室
・
学
校

・

農
協
な
ど
へ
お
届
け
し
て
い
ま
す

の
で
同
覧
し
て
お
読
み
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
県
庁
、
高
山
、
高
岡
、
砺

波

・
魚
津
の
各
総
合
庁
舎
の
県
民

相
談
室
窓
口
に
も
備
え
て
あ
り
ま

す
か
ら
、
ご
白
由
に
お
持
ち
帰
え

り
く
だ
さ
い
。
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“こどもを交通事故から守ろう "

でkして めず
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